
ＬＣＡにもとづくＣＮＣ工作機械の環境対策 

－製造におけるＬＣＡと環境対策の考察－ 

 

研究の概要と目的 

 

化石資源の枯渇問題はもとより、最近は地球温暖化

防止がより重要な課題となってきており、さまざまな分野

において環境負荷を明確に評価することが求められてき

ている。ＣＯ2排出量を定量的に評価する手法としては、 

ＬＣＡが最も有効であるとされており、これまで手を付け

られていない分野においてＬＣＡを行っていくことが急務

となっている。ここでは、ＣＮＣ工作機械の「製造過程」に

ついてＬＣＡの手法を用いることにより、環境負荷をＣＯ2

排出量として明らかにし、 

１．環境負荷の高い箇所の明確化。 

２．環境負荷の高い箇所に対する対策案の調査、考察。 

を行い、「環境に優しい工作機械の製造」の指針を提案

することを目的とする。 

 

ＬＣＡの実際 

Ⅰ.調査範囲の設定 

ＣＮＣ工作機械を製造するＹ社Ｍ製作所、及び代表的

なＣＮＣ複合加工機：３７３Ａにて、把握可能な情報を使っ

て、物質及びエネルギーの収支を調査した。 

 

Ⅱ.インベントリ分析 

エネルギー，水の消費と廃棄物の排出量は２００５年

のＹ社のＩＳＯ１４００１の管理データを使用した。 

また、素材については、３７３Ａの約６０００点の部品につ

いて構成材料と質量を集計した。 

 

Ⅲ.ライフサイクル影響評価 

製品１ｋｇあたりに排出されるＣＯ2の質量は、１．８３ｋｇ

であった。その内訳を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＮＣ複合加工機製造過程でのＣＯ2排出量 

（大分大工）○（学）三輪 潤次*

（正）平田 誠・（正）通阪 栄一 

 

これによると排出量の約４２％は製品の構成素材であり、

また約２０％が照明・空調など設備機械以外の電力消費

であった。これらによりＣＮＣ工作機械の製造における 

ＣＯ2排出量削減には、機械の小型化、軽量化、高性能化

及び、空調、照明などの工場自体の環境対策が有効で

ある事が判明した。 

 

環境負荷低減のための対策の調査・考察 

 

１．照明の消費電力削減 ※1 

現在、エレクトロ・ルミネッセンスを応用した次世代の

照明が研究，開発されつつあるが、特にコストの点でま

だ課題が多く、今後１０年は現在主流の水銀灯、蛍光灯

が使われるであろう。しかしながら最近ではＬＥＤによる

照明機器の新製品が多く発表されており、急速に普及す

る兆しがある。 

 

２．空調の消費電力削減 ※２ 

現在、ヒートポンプ式空調など従来技術による効率の

向上が進められており、これらの推進が有効である。 

また、屋上緑化、壁面緑化による断熱、水打ちなど自然

の力を利用した空調の低減も有効である。 

 

３．生産用設備の消費電力削減 

ＣＮＣ工作機械の一層の小型化、高性能化により工場

自体を小さくまとめる事が、照明、空調を含めた消費電

力削減に有効である。 
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